
薄播き苗による良質米の安定多収技術の確立

1．試験のねらい

　最広中成苗を用いた薄播き苗の栽培が多5坤れるよ咋亨った外早停での薄挿き苗の栽

培法は充分確立されてい帆そこτ薄播坤特徴を活かした安定多収義培法を確立する

ことを目的として、コシヒカリについて試験を実施した。

2．」試験方法

　昭和63～平成元年の2か年、農衰水田（厚層多腐植質多湿黒ボク土）において、コシヒカリの

薄播き苗（亀籾609／箱）で育苗日数40日、葉齢3．6～4．0の苗を5月10日に移植した。基肥窒

素を0．12～0．6㎏／a、一初期埠肥（移植後8日）0．2～0．4kg／aの有無について検討した。

包．試験結果およぴ考察

（1）薄播き苗は稚苗と比較して同じ基肥量でも倒伏がやや多く、総籾数は多くなったもの収量は

　　同程度であった。また、基肥量が少ない場合には倒伏は軽くなる一ものの、穂数が少なくなるこ

　　とによって総籾数が減少し、収量はやや向上したが充分でなかった。

（2）初期追肥によって、茎数は無施用に比較し下分げつ開始から多めに推移した。穂数も初期追

　一肥g施用にヰ？て同様の傾向となり、総籾数の増加によって収量が向上した。ま乍、岬伏程度

　　は初期追肥による桿長の伸びは小さいのでさほど増加しなかった。

（3）薄播き苗の分げつの発生割合を節位ごとに見ると、稚苗と比較して第2節では少ないが、3

　　節以降の2次分げつは多か？た。また、上位節の分げつは薄播き苗で有効化する割合が高く、

　　また、全命の穂の一穂着粒数が多かった。初期追肥によって下位節の分げつ速度が早まること

　　と、いずれの節も分げつ及び穂数が多くなる傾向がみられた。

（4）コシヒカリの薄播き苗の栽培では、基肥窒素量をやや控えめにし、初期追肥を施用すること

　　で、倒伏を重くせず収量が安定する。

4　成果の要約
　　薄播き苗利用による、コシヒカリの安定多収技術について検討レた。その結果、基肥窒素量を

　やや控えめにし、初期追肥を施用することによって、倒伏を重くせずに籾数を確保することがで

　き、収量は安定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　作物部　青木岳央）
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表一1　初期追肥における収量構成要素及び倒伏程度（平元）
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